
 

 

 

 

 

３学期は、２名の転入があり、２７２ 

名でのスタートです。 

令和も３年目となりました。「令」に 

は“うつくしい”という意味があると言わ 

れていますが、とても“うつくしい”など 

とはいってられない厳しい状況が続 

いています。 

しかし、始業式（放送）では、手洗 

いマスクをして自分・仲間・家族の健康を守る

こと、病気にかかった人を思いやること、医療

や介護の従事者やすべての人がたいへんな

思いでがんばっていることを理解すること、など

が“うつくしい”姿であるという話をしました。 

 学校アンケートのコロナ禍にかかる特設欄

に、ある保護者の方が、このように書かれてい

ました。『・・・子どもたちが今の状況を少

しでも理解し、貴重な体験を一つずつ大

切に感じとっていけるように学校と家庭

が協力していけたらと思います。困難な

状況の中で工夫してできる限りのことを

行うこと、臨機応変な行動をとること…

先生方や大人の考えや行動が子どもたち

への見本になればと思います。養正小は

それが実行できていると思っています。』 

心強くありがたい言葉として受け止め、共に連

携して今後につなげていきます。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ２学期は猛暑からスタートし、児童も職員

もたいへんな思いで『学び』を確保し、保護

者のご心配もたいへんなものでした。しかし、

不幸中の幸いで、そのようにひっしにがんば

ったことや行事そのものやそれにともなう

準備に費やす時数が少なくなったことで、４

～１２月の授業時数が、休校期間があったに

もかかわらず、R1年度とくらべて各学年と

も２０時間以上のプラスとなりました。それ

により授業の進度も通常通りで、算数などは

復習にしっかり時間がかけられるという、い

わば“逆転現象”になりました。 

 また、ただ単に時数が確保されるだけでは

なく、常に子どもたちが『学びの希望』を持

ち続けていけるように、やり方を変えたらで

きること、できなくなったことに代えて新た

なことを模索していきたいと思います。これ

についてもアンケートの特設欄に、別の保護

者の方が、このように書かれていました。

『・・・（新しい企画を行っていることについて）ものす

ごく先進的で今の環境でできるベストなこ

とをして頂いたと家族で本当に有難がって

いました。やはり何らかの刺激がないと気づ

きや情熱も生まれないと思いますし、その事

を気にかけすぐ実行していただける学校・先

生方の対応の早さに驚きました・・・』  

このお言葉も有難く受け止めるとともに、コ

ロナ禍の中での学びにはまだまだ工夫の余

地がありますので今後も努力を続けます。 

 

 

  

 

 

 

ウラ面あり 

 

養正小だより  
『凡事徹底』 

  令和２年度   第   11号   

１月   13日   

厳しい年の初めとなりましたが、本年もどうぞよろしくお願いいたします。 

児童玄関に

掲示 

（徳田順胤 

様 書） 

学びをとめない、学びを創造する 

さっそく百人一首を

する６年生 

取材をうける２年生 

6年生 市教委生涯学習課

長さんの地域の歴史の出

前授業で出土品を見せて

もらう。 

5 年生 博物館長さんの出前授

業。三葉虫の化石のスケッチから

科学的な推論のしかたを学ぶ。 



 

冬休みに新聞記事で見るまで私は知らな

かったのですが、最近の航空会社の機内ア

ナウンスの出だしでは、「レディース アン

ド ジェントルマン」ではなく「オールパ

ッセンジャーズ」になっていると書かれて

いました。男女やその他の性にかかわりな

く『お客様』ということです。 

本校でも現在の現2年生から新入生の黄

色帽子を性別にかかわりなくキャップ・ハ

ットを選べることにしました。そのことを

担任からきいた当時の6年生（現中2）が

トイレのスリッパが男女別に色分けされて

いるのはおかしいと気づき、私のところに

“スリッパを単色にペンキでぬりたい”と

提案にきました。卒業も間近で忙しいし、

ペンキで塗った末に“悲惨な”状態になっ

てもいけないので、再考をもとめたら男女

関係なく場所別に色を統一するように置き

換えたいと再提案してきてそれを認 

めました。そのことを思い出し 

ながら、どの子も決め込みに 

とらわれることなく人生をす 

ごしてほしいと願います。 

 

 

 これまで数値の部分や分析結果はこの時

期の学校だよりに掲載していましたが、今

回は後日別に文書をお出しします。 

 前号に引き続き、一部のご要望ご意見に

ついて回答をさせてもらいます。  

水筒の補給の水道を増やすこと 

 水筒がカラになった場合、1年生横の青

い水道でくむようにしていますが、猛暑時

は込み合うこともあるので、増設してもら

えないかというご意見がありました。学校

の水道は、マンションなどと同様いったん

屋上のタンクにあげてから給水されていま

すが、1年生横の2本は外の水道管からの

直管になっています。そのためここで汲む

ことを推奨していますが、これを上の階に

増設することは難しい面があります。もち

ろんタンクからくる水道も検査をとおって

いるわけですから、その意味では飲用に問

題はありません。 

東門付近の送迎の車が危ない 

 近隣の方からもときどきご意見をいただ

きます。徒歩の児童の安全と近隣の車の出

入りや通行に十分なご配慮をお願いしま

す。また長い時間の待機の駐停車もご遠慮

ください。 

  

 

☆学校保健委員会☆ 

学校と学校医（内科・眼科・耳鼻科）・学校  

歯科医・学校薬剤師の方々、そして保護者の

代表の方で、児童の成長と健康について共に

考える会です。一昨年度まで代表としてＰＴ

Ａ本部の方全員が出ていただいていました

が、昨年度から全保護者の方に機会を提供す

る形に変えています。 

１月２６日（火）19時～ 会議室 

（準備の都合上、本部役員以外で参加希望の方は事

前に学校までご連絡ください） 

☆校舎ウラの切り株☆ 

校舎裏にエアコンの大型室外機が設置さ

れたことに伴い、台風や地震災害のときに室

外機に影響があってはならないので、やむお

えず大きな樹木を伐採してもらいました。そ

の切り株が地面から露出しています。どうし

てもその周辺に駐車をしていただく必要が

ある際に危ないので、用務員さんにペンキで

黄色に塗ってもらいました。室外機のフェン

スと合わせて、十分お気をつけください。 

☆グッズの頒布☆ 

会議室に『養正バッチ』などのグッズのご

案内が貼ってあります。いつもならふれあい

行事のおりに少しずつはけていくのですが

本年度はそうもいきません。引き換えにいた

だきましたご芳志は児童に役立つ形で使わ

せていただきますのでよろしくお願いしま

す。（校長写真館も売れ行きがきわめて不調です） 

 
“オールパッセンジャーズ” 

保護者アンケートから ②
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お 知 ら せ 


